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第３回経済委員会

１月20日（金）、第３回経済委員会を開催、委員
長の水野副会長はじめ43名が参加した。

今回は、提言書「中部圏のサービス産業の稼
ぐ力の向上～生産性を高め良質な雇用を創造
する～」の原案について最終審議を行った。
委員からは、「中小・小規模事業者にまでこの

提言書の内容が広く行き渡るとよい」「女性の
就労問題についての記載に工夫を凝らしてはど
うか」「記述内容とサブタイトルに乖離があるよう
に感じる。再考してはどうか」等、多数の意見が
出された。今回の委員会で出された意見を踏ま
えた上で修正案を取りまとめ、２月度正・副会長
会および総合政策会議に上程することとした。

（調査部　井川 佳明）

第29回Next30産学フォーラム

１月24日（火）、第29回Next30産学フォーラ
ムを開催、31名が参加した。
今回は、南山大学総合政策学部准教授の

三輪まどか氏と中部大学工学部電子情報工学
科准教授の保黒政大氏による講演、愛知淑徳大
学創造表現学部准教授の宮田雅子氏による講
演＆ワークショップという構成でフォーラムを開
催した。

三輪氏は、「高齢者の契約をめぐる現状と課題 
～企業・家族が押さえておきたいポイント～」を
テーマに、近年、企業と高齢者との間で契約トラ
ブルが増えており、どのような点に注意を払うべき
か、裁判例をもとに最近の傾向を説明。企業に
とって契約が有効な場合であっても対応によって
は社会的信用を落とすことや、家族においても本
人の意思確認なく代理で契約を結ぶと無効に
なってしまうことがある等、事例を踏まえて注意を
促された。
保黒氏は、「生体認証技術 ～誰でも簡単・安

全に使える鍵～」をテーマに、近年、ＡＴＭや携
帯電話、入国審査等で生体認証技術が利用され
ており、今後、様々な分野で普及していく技術で
あると説明。その一方、子供やお年寄りの指に関
しては誤認されることが多い等、依然として課題
も残されており、今後も生体情報を正確に読み
取る研究・開発に力を入れていきたいと述べら
れた。

宮田氏は、「伝
えるデザイン ～コ
ミュニケーション
の理論と実践～」
をテーマに、20世
紀以降、非言語に
よるコミュニケー
ション手段として
｢伝えるデザイン｣
の重要性が高ま

っていることを強調。この分野の研究理論を紹介
しつつ、簡単な例として「レゴブロック」によるワー
クショップを行い、参加者は頭の中に描くデザイ
ンを送り手と受け手の双方が正確に共有するこ
との難しさを体験した。
その後の懇親会では、参加者が講師を囲み、

それぞれの研究について意見を交わすなど、より
一層の親睦を図った。

（産業振興部　水田 晴久）
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